
(57)【要約】

ゲーム盤は、行及び列として配列された四角形（マス）

に分割され、内側の遊技領域と、この内側の遊技領域を

取り囲む外側の遊技領域に区切られる。外側の遊技領域

は、内側の遊技領域内の１又は複数のゲーム駒の機能を

制御するという意味で、ゲームエンジンとして機能する

。内側の遊技領域は、好ましくは、６×６のアレイとし

て配置された正方形のマスを含み、外側の遊技領域は、

遊技領域の周囲を取り囲むマスを含む。外側の遊技領域

のマスを移動するゲーム駒の位置は、内側の遊技領域内

のゲーム駒の機能を決定する。内側の遊技領域のゲーム

駒の属性は、外側の遊技領域におけるゲーム駒の位置の

変化に対して、一定に変化する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ゲ ー ム 駒 と 、
　 上 記 複 数 の ゲ ー ム 駒 の 第 １ の 部 分 が 置 か れ る 内 側 遊 技 領 域 と 、 該 複 数 の ゲ ー ム 駒 の 第 ２
の 部 分 が 置 か れ る 外 側 遊 技 領 域 と か ら な る ゲ ー ム 盤 と を 備 え 、
　 上 記 外 側 遊 技 領 域 内 の 少 な く と も １ つ の ゲ ー ム 駒 は 、 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に 動 き
、 上 記 内 側 遊 技 領 域 内 の ゲ ー ム 駒 の 第 １ の 部 分 の 機 能 は 、 該 外 側 遊 技 領 域 内 の 少 な く と も
１ つ の ゲ ー ム 駒 の 第 ２ の 位 置 に 依 存 す る こ と を 特 徴 と す る ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ゲ ー ム 盤 は 、 四 角 形 の 格 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム
。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 四 角 形 の 格 子 は 、 四 角 形 の ア レ イ を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の
ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 外 側 遊 技 領 域 は 、 上 記 四 角 形 の ア レ イ の 外 側 の 周 辺 部 で あ り 、 上 記 内 側 遊 技 領 域 は
、 該 四 角 形 の ア レ イ の 外 側 の 周 辺 部 以 外 の 部 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ボ
ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 更 に 、 サ イ コ ロ を 備 え 、
　 上 記 サ イ コ ロ の 出 目 に よ っ て 、 上 記 外 側 遊 技 領 域 内 の 少 な く と も １ つ の ゲ ー ム 駒 が 上 記
第 １ の 位 置 か ら 上 記 第 ２ の 位 置 に 動 く 数 が 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ボ
ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 サ イ コ ロ の 出 目 に よ っ て 、 上 記 内 側 遊 技 領 域 内 の ゲ ー ム 駒 が 動 く 数 が 決 定 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 格 子 と し て 構 成 さ れ 、 内 側 の 格 子 の 部 分 か ら な る 内 側 遊 技 領 域 と 、 外 側 の 格 子 の 部 分 か
ら な る 外 側 遊 技 領 域 と を 有 す る ゲ ー ム 盤 と 、
　 上 記 内 側 遊 技 領 域 に 関 連 し 、 そ れ ぞ れ が 対 応 し た 機 能 を 有 す る 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 と 、
上 記 外 側 遊 技 領 域 に 関 連 し た 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 と か ら な る 複 数 の ゲ ー ム 駒 と
を 備 え 、
　 上 記 外 側 遊 技 領 域 内 の 外 側 ゲ ー ム 駒 の 位 置 に よ っ て 、 上 記 内 側 遊 技 領 域 内 の 内 側 ゲ ー ム
駒 の う ち の １ つ 以 上 の 機 能 が 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 格 子 は 、 四 角 形 の ８ × ８ の ア レ イ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ボ ー ド
ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 内 側 遊 技 領 域 は 、 内 側 の 四 角 形 の ６ × ６ の ア レ イ か ら な り 、 上 記 外 側 遊 技 領 域 は 、
該 内 側 の ６ × ６ の ア レ イ を 囲 ん だ 外 側 の 周 辺 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の
ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 更 に 、 サ イ コ ロ を 備 え 、
　 上 記 サ イ コ ロ の 出 目 に よ っ て 、 上 記 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 が 上 記 外 側 遊 技 領 域
の 中 を 動 く 数 が 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 サ イ コ ロ の 出 目 に よ っ て 、 上 記 内 側 ゲ ー ム 駒 が 上 記 内 側 遊 技 領 域 内 を 動 く 数 が 決 定
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 は 、 ４ 組 の 同 類 の ゲ ー ム 駒 と 、 機 能 が 変 化 す る １ 組 の ゲ ー ム 駒
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と か ら な り 、 該 機 能 は 、 上 記 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 の 位 置 に よ っ て 決 定 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 入 力 装 置 及 び 表 示 装 置 を 備 え た コ ン ピ ュ ー タ と 、
　 上 記 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 行 さ れ 、 複 数 の ゲ ー ム 駒 を 、 該 複 数 の ゲ ー ム 駒 の 第 １ の 部
分 が 置 か れ る 内 側 遊 技 領 域 と 該 複 数 の ゲ ー ム 駒 の 第 ２ の 部 分 が 置 か れ る 外 側 遊 技 領 域 と か
ら な る ゲ ー ム 盤 上 に 表 示 す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム と を 備 え 、
　 上 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 上 記 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 行 さ れ た 際 に 、 ラ ン ダ ム
的 に 機 会 数 を 発 生 し 、 上 記 入 力 装 置 か ら の 入 力 を 、 該 機 会 数 に 基 づ く 上 記 複 数 の ゲ ー ム 駒
の 動 き と し て 取 り 込 み 、 上 記 外 側 遊 技 領 域 内 の 少 な く と も １ つ の ゲ ー ム 駒 を 第 １ の 位 置 か
ら 第 ２ の 位 置 に 動 か す と と も に 、 上 記 内 側 遊 技 領 域 内 の ゲ ー ム 駒 の 機 能 を 、 該 外 側 遊 技 領
域 内 の 少 な く と も １ つ の ゲ ー ム 駒 の 第 ２ の 位 置 に 依 存 さ せ る こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー
タ ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 上 記 ゲ ー ム 盤 は 、 四 角 形 の 格 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の コ ン ピ ュ ー
タ ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 記 四 角 形 の 格 子 は 、 四 角 形 の ア レ イ を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載
の コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 上 記 外 側 遊 技 領 域 は 、 上 記 四 角 形 の ア レ イ の 外 側 の 周 辺 部 で あ り 、 上 記 内 側 遊 技 領 域 は
、 該 四 角 形 の ア レ イ の 外 側 の 周 辺 部 以 外 の 部 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の
コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 上 記 ラ ン ダ ム 的 に 発 生 さ れ る 機 会 数 は 、 上 記 サ イ コ ロ の 出 目 を シ ミ ュ レ ー ト し て お り 、
該 サ イ コ ロ の 出 目 に よ っ て 、 上 記 外 側 遊 技 領 域 内 の 少 な く と も １ つ の ゲ ー ム 駒 が 上 記 第 １
の 位 置 か ら 上 記 第 ２ の 位 置 に 動 く 数 が 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の コ ン
ピ ュ ー タ ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 上 記 サ イ コ ロ の 出 目 に よ っ て 、 上 記 内 側 遊 技 領 域 内 の ゲ ー ム 駒 が 動 く 数 が 決 定 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 上 記 コ ン ピ ュ ー タ は 、 複 数 の 競 技 者 が ア ク セ ス す る コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技 方 法 に お い て 、
　 ａ ． 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 が 置 か れ る 内 側 遊 技 領 域 と 、 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 が
置 か れ る 外 側 遊 技 領 域 と を 有 す る よ う に ゲ ー ム 盤 を 構 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ． 機 会 数 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ． 上 記 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 を 、 上 記 機 会 数 に よ っ て 、 上 記 外 側 遊 技 領 域 内
で 動 か す ス テ ッ プ と 、
　 ｄ ． 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 の 一 部 の 機 能 を 、 上 記 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 の 動
き に よ っ て 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｅ ． 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 を 、 該 各 内 側 ゲ ー ム 駒 の 決 定 さ れ た 機 能 に 従 っ て 動 か す ス
テ ッ プ と 、
　 ｆ ． 上 記 ス テ ッ プ ｂ ～ ス テ ッ プ ｅ を 、 所 定 の 終 了 ス テ ッ プ が 得 ら れ る ま で 、 繰 り 返 す ス
テ ッ プ と を 有 す る ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 を 動 か す ス テ ッ プ で は 、 該 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 を 第 １ の モ ー ド
に 従 っ て 動 か し 、 そ れ か ら 、 該 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 を 第 ２ の モ ー ド に 従 っ て 動 か す こ と を
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特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 を 、 上 記 第 １ の モ ー ド に 従 い 、 上 記 機 会 数 に よ っ て 動 か し 、 該
複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 を 、 上 記 第 ２ の モ ー ド に 従 い 、 該 機 会 数 に よ っ て 動 か す こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 の 一 部 の 機 能 を 決 定 す る ス テ ッ プ で は 、 該 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒
の 第 １ の 部 分 の 機 能 を 、 上 記 第 １ の モ ー ド に 従 っ て 決 定 し 、 該 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 の 第 ２
の 一 部 の 機 能 を 、 上 記 第 ２ の モ ー ド に 従 っ て 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の
ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 の 第 １ の 部 分 は 、 上 記 内 側 遊 技 領 域 か ら 他 の 内 側 ゲ ー ム 駒 を 取
り 除 く よ う に 機 能 し 、 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 の 第 ２ の 部 分 は 、 前 に 取 り 除 か れ た 内 側 ゲ
ー ム 駒 を 元 に 戻 す よ う に 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技
方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 の 第 ２ の 部 分 は 、 そ れ 自 身 及 び 上 記 複 数 の 内 側 ゲ ー ム 駒 の 第 １
の 部 分 を 所 定 の 配 置 に 置 く よ う に 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ 記 載 の ボ ー ド ゲ ー
ム の 遊 技 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 上 記 機 会 数 は 、 サ イ コ ロ を 転 が す こ と に よ っ て 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０
記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 上 記 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 を 動 か す ス テ ッ プ で は 、 該 少 な く と も １ つ の 外 側 ゲ
ー ム 駒 の 休 止 位 置 を 形 成 し 、 上 記 内 側 ゲ ー ム 駒 の 一 部 の 機 能 は 、 該 外 側 遊 技 領 域 内 の 該 少
な く と も １ つ の 外 側 ゲ ー ム 駒 の 休 止 位 置 に よ っ て 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０
記 載 の ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 び 方 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 ゲ ー ム 収 納 容 器 に 転 換 で き る ゲ ー ム 盤 シ ス テ ム に お い て 、
　 ａ ． 複 数 の ゲ ー ム 遊 技 駒 と 、
　 ｂ ． そ れ ぞ れ が 陥 凹 部 を 有 す る 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス か ら な る ゲ ー ム 盤 と 、
　 ｃ ． 上 記 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス の 陥 凹 部 に 嵌 合 す る 複 数 の リ ム を 有 し 、 該 複 数 の ゲ ー ム
盤 ピ ー ス を 着 脱 自 在 の 取 り 付 け る こ と が で き 、 該 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス を 取 り 付 け た と き
に 上 記 ゲ ー ム 盤 を 形 成 す る 十 字 状 の 部 材 と 、
　 ｄ ． そ の 上 面 の 外 縁 の 内 側 に 、 該 外 縁 に 平 行 に 形 成 さ れ た 外 側 の 溝 を 有 し 、 該 外 側 の 溝
に 、 上 記 複 数 の ゲ ー ム 遊 技 駒 及 び 十 字 状 の 部 材 を 収 納 す る 上 記 ゲ ー ム 収 納 容 器 の 側 壁 を 形
成 す る 上 記 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス が 垂 直 に 嵌 合 さ れ る 下 部 片 と 、
　 ｅ ． 上 記 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス が 上 記 ゲ ー ム 収 納 容 器 の 側 壁 を 形 成 し た と き に 、 該 複 数
の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス の 上 部 に か ぶ せ ら れ る 蓋 と を 備 え る ゲ ー ム 盤 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 更 に 、 第 １ の 端 部 に フ ラ ン ジ を 有 す る ロ ッ ド 部 材 を 備 え 、
　 上 記 ロ ッ ド 部 材 は 、 そ の フ ラ ン ジ が 上 記 下 部 片 の 底 面 上 の 窪 み に 嵌 合 す る と と も に 、 該
ロ ッ ド 部 材 の 第 ２ の 端 部 が 上 記 蓋 の 中 央 穴 を 貫 通 す る よ う に 、 該 下 部 片 の 中 央 穴 及 び 該 蓋
の 中 央 穴 を 通 し て 嵌 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ 記 載 の ゲ ー ム 盤 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 更 に 、 上 記 ゲ ー ム 収 納 容 器 の 側 壁 を 形 成 す る 上 記 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス に 上 記 蓋 を 固 定
す る た め に 、 該 蓋 を 貫 通 し て 延 び た 上 記 ロ ッ ド 部 材 の 第 ２ の 端 部 に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト に
、 差 し 込 ま れ て 回 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ロ ッ ク キ ー を 備 え る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の ゲ ー ム 盤
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
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　 上 記 十 字 状 の 部 材 は 、 上 記 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス が 該 十 字 状 の 部 材 に 取 り 付 け ら れ る よ
う に 、 上 記 ロ ッ ド 部 材 が 貫 通 す る 中 央 穴 を 有 し 、 上 記 蓋 は 、 上 記 下 部 片 の 上 部 に 位 置 し 、
該 十 字 状 の 部 材 は 、 該 蓋 の 上 部 に 位 置 し て 上 記 ゲ ー ム 盤 の 支 持 体 を 形 成 し 、 該 ロ ッ ド 部 材
は 、 該 下 部 片 、 蓋 及 び 十 字 状 の 部 材 を 貫 通 し て 延 び 、 上 記 ゲ ー ム 盤 を 移 動 す る た め の 、 上
記 支 持 体 に 連 結 さ れ た 取 っ 手 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の ゲ ー ム 盤 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 上 記 複 数 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス は 、 ４ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス か ら な り 、 上 記 十 字 状 の 部 材 上 の
複 数 の リ ム は 、 ４ つ の リ ム か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ 記 載 の ゲ ー ム 盤 シ ス テ ム
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 関 連 出 願 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ０ ３ 年 ４ 月 １ １ 日 に 同 じ 発 明 者 に よ っ て 出 願 さ れ た 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６
０ ／ ４ ６ ２ ， ４ ９ ４ 号 「 Admcadiam Paradice」 に 対 す る 優 先 権 を 主 張 す る 。 米 国 仮 特 許 出
願 第 ６ ０ ／ ４ ６ ２ ， ４ ９ ４ 号 の 全 体 は 、 引 用 に よ り 本 願 に 援 用 さ れ る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 ゲ ー ム の 分 野 に 関 す る 。 詳 し く は 、 本 発 明 は 、 ボ ー ド ゲ ー ム 及 び そ の 遊 技 方
法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ユ ー ザ が 挑 戦 し 、 楽 し む ボ ー ド ゲ ー ム が 知 ら れ て い る 。 新 た な ゲ ー ム が 望 ま れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ゲ ー ム 盤 は 、 行 及 び 列 と し て 配 列 さ れ た 四 角 形 （ マ ス ） に 分 割 さ れ 、 内 側 の 遊 技 領 域 と
、 こ の 内 側 の 遊 技 領 域 を 取 り 囲 む 外 側 の 遊 技 領 域 に 区 切 ら れ る 。 外 側 の 遊 技 領 域 は 、 内 側
の 遊 技 領 域 内 の １ 又 は 複 数 の ゲ ー ム 駒 の 機 能 を 制 御 す る と い う 意 味 で 、 ゲ ー ム エ ン ジ ン と
し て 機 能 す る 。 内 側 の 遊 技 領 域 は 、 好 ま し く は 、 ６ × ６ の ア レ イ と し て 配 置 さ れ た 正 方 形
の マ ス を 含 み 、 外 側 の 遊 技 領 域 は 、 遊 技 領 域 の 周 囲 を 取 り 囲 む マ ス を 含 む 。 外 側 の 遊 技 領
域 の マ ス を 移 動 す る ゲ ー ム 駒 の 位 置 は 、 内 側 の 遊 技 領 域 内 の ゲ ー ム 駒 の 機 能 を 決 定 す る 。
内 側 の 遊 技 領 域 の ゲ ー ム 駒 の 属 性 は 、 外 側 の 遊 技 領 域 に お け る ゲ ー ム 駒 の 位 置 の 変 化 に 対
し て 、 一 定 に 変 化 す る 。 パ ラ ダ イ ス は 、 異 な る 森 を 含 む 生 態 系 を 表 現 し 、 各 森 は 、 そ れ ぞ
れ 異 な る 色 の 森 の 精 と 、 異 な る 視 点 か ら 世 界 を 観 察 す る 人 間 と を サ ポ ー ト す る 。 内 側 の 遊
技 領 域 は 、 好 ま し く は 、 ４ つ の 象 限 に 分 割 さ れ る 。 各 象 限 は 、 特 定 の 種 類 の 森 に 対 応 し 、
各 森 は 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 種 類 の 木 を 含 む 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ４ つ の 種 類 の 木 は 、 落 葉
樹 （ deciduous trees） 、 針 葉 樹 （ coniferous trees） 、 椰 子 の 木 （ palm trees） 、 常 緑
広 葉 樹 （ rainforest trees） で あ る 。 各 象 限 の 中 心 は 、 森 の 精 の ゲ ー ム 駒 で あ る 。 各 象 限
の 外 周 コ ー ナ に は 、 人 間 の ゲ ー ム 駒 が 置 か れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 各 ゲ ー ム は 、 一 連 の ラ ウ ン ド に 分 割 さ れ る 。 ラ ウ ン ド の 数 は 、 様 々 な ゲ ー ム の ル ー ル に
応 じ て 予 め 決 定 さ れ る 。 各 ラ ウ ン ド は 、 ３ つ の 段 階 を 含 む 。 第 １ の 段 階 で は 、 サ イ コ ロ が
投 げ ら れ 、 外 側 の 遊 技 領 域 の ゲ ー ム 駒 が 、 サ イ コ ロ の 出 目 に 応 じ た 数 だ け 外 側 の 遊 技 領 域
の マ ス を 進 む 。 外 側 の 遊 技 領 域 の ゲ ー ム 駒 の 位 置 に よ り 、 人 間 を 表 す ど の ゲ ー ム 駒 を テ イ
ク モ ー ド で 機 能 さ せ る か が 決 ま る 。 こ の 他 の 人 間 を 表 す ゲ ー ム 駒 は 、 ギ ブ モ ー ド で 機 能 す
る 。 す な わ ち 、 外 側 の 遊 技 領 域 の ゲ ー ム 駒 の 位 置 に 最 も 近 い 人 間 を 表 す ゲ ー ム 駒 を テ イ ク
モ ー ド で 機 能 さ せ る 。 ラ ウ ン ド の 第 ２ の 段 階 に お い て は 、 テ イ ク モ ー ド の 役 割 を 担 う プ レ
イ ヤ （ テ イ カ ） が 、 テ イ ク モ ー ド で 機 能 す る 人 間 を 表 す ゲ ー ム 駒 を 動 か す 。 テ イ ク モ ー ド
で 使 用 可 能 な 移 動 の 数 は 、 ラ ウ ン ド の 第 １ の 段 階 で 投 げ ら れ た サ イ コ ロ の 出 目 に 等 し い 。
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テ イ ク モ ー ド の プ レ イ ヤ は 、 内 側 の 遊 技 領 域 か ら 木 を 取 り 除 く よ う に 駒 を 動 か す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ラ ウ ン ド の 第 ３ の 段 階 で は 、 １ 又 は 複 数 の プ レ イ ヤ は 、 こ こ で も 第 １ の 段 階 で 投 げ ら れ
た サ イ コ ロ の 出 目 に 等 し い 数 だ け 駒 を 動 か す こ と が で き る 。 ギ ブ モ ー ド の プ レ イ ヤ は 、 テ
イ ク モ ー ド で 機 能 し て い な い ３ つ の 人 間 を 表 す 駒 の ど れ か を 動 か し 、 何 れ か の 森 の 精 を 表
す 駒 を 動 か し 、 以 前 に ゲ ー ム 盤 の 遊 技 領 域 か ら 取 り 除 か れ た 木 を 取 り 戻 し 、 他 の ３ つ の 人
間 が 既 に 目 と 目 を 合 わ せ て お り 、 且 つ 機 会 数 が 残 っ て い る 場 合 、 テ イ ク モ ー ド で 機 能 す る
１ つ の 人 間 を 動 か し 、 又 は こ れ ら を 任 意 に 組 み 合 わ せ た 動 き を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 各 モ ー ド 、 す な わ ち テ イ ク モ ー ド 及 び ギ ブ モ ー ド の 遊 技 が そ れ ぞ れ 行 わ れ る と 、 更 な る
ラ ウ ン ド を 行 う か 否 か が 決 定 さ れ る 。 テ イ ク モ ー ド の プ レ イ ヤ が ２ つ の 異 な る 森 か ら 、 そ
の 森 の 全 て の 木 を 取 っ て い る 場 合 、 ゲ ー ム は 終 了 す る 。 ギ ブ モ ー ド の プ レ イ ヤ が 、 全 て の
４ つ の 人 間 を 表 す ゲ ー ム 駒 に よ り ピ ラ ミ ッ ド を 完 成 し た 場 合 も ゲ ー ム は 終 了 す る 。 こ の 他
の 場 合 、 ゲ ー ム が 続 行 さ れ 、 再 び サ イ コ ロ が 投 げ ら れ る 。 な お 、 ゲ ー ム の 遊 技 方 法 の 変 形
例 に 応 じ て 、 新 た な ス テ ッ プ を 追 加 し て も よ く 、 上 述 の ス テ ッ プ を 変 更 し て も よ く 、 省 略
し て も よ い 。 例 え ば 、 ２ 人 の プ レ イ ヤ が 各 ラ ウ ン ド 毎 に テ イ カ 及 び ギ バ ー を 交 互 に 遊 戯 し
て い る 場 合 、 ス テ ッ プ ４ １ ０ に お い て 新 た な ラ ウ ン ド が 開 始 さ れ る 都 度 、 ２ 人 の プ レ イ ヤ
間 で 、 ギ バ ー と テ イ カ が 交 代 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 ゲ ー ム 盤 は 、 ４ つ の 別 々 の 正 方 形 の ピ ー ス に 分 解 さ れ 、 こ れ ら は 十 字 状 の
係 合 部 材 に よ っ て 連 結 さ れ る 。 ４ つ の 正 方 形 の ピ ー ス は 、 係 合 部 材 か ら 分 離 さ れ る と 、 上
板 及 び 底 板 に 連 結 さ れ 、 ゲ ー ム 駒 を 収 納 す る 箱 体 を 形 成 す る 。 上 板 及 び 底 板 は 、 上 板 及 び
底 板 に 差 し 込 ま れ て こ れ ら を 保 持 す る 十 字 状 の ロ ッ ド 部 材 に よ っ て 保 持 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 基 づ く ボ ー ド ゲ ー ム の ゲ ー ム 盤 は 、 好 ま し く は 、 ６ × ６ の ア レ イ で あ る ３ ６ 個
の 正 方 形 （ 以 下 、 マ ス と 呼 ぶ 。 ） か ら な る パ ラ ダ イ ス （ Paradice） と 呼 ば れ る 内 側 の 遊 技
領 域 と 、 内 側 の 遊 技 領 域 の 周 囲 を 取 り 囲 む 、 ２ ８ 個 の マ ス か ら な る 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス （
Universe Interface） と 呼 ば れ る 外 側 の 遊 技 領 域 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 側 の 遊 技 領 域 の 各 ４ 分 の １ の 領 域 内 に は 、 森 の 精 （ forest spirit） と 呼 ば れ る 駒 （
以 下 、 単 に 「 森 の 精 」 と 呼 ぶ 。 ） を 木 （ tree） を 表 す 駒 （ 以 下 、 単 に 「 木 」 と 呼 ぶ 。 ） が
囲 ん で い る 。 各 ４ 分 の １ の 領 域 は 、 好 ま し く は 、 同 じ 種 類 の ７ つ の 木 を 含 み 、 そ れ ぞ れ の
木 の 種 類 に は 、 １ つ の 森 の 精 が 関 連 付 け ら れ て い る 。 異 な る 視 点 （ Points of View） と し
て 表 現 さ れ て い る ４ 人 の 人 間 を 表 す 駒 （ 以 下 、 単 に 「 人 間 （ Human Beings） 」 と 呼 ぶ 。 ）
は 、 各 コ ー ナ か ら 、 互 い に 向 き 合 っ て い る 。 好 ま し く は 、 ゲ ー ム に 用 い ら れ る サ イ コ ロ を
保 持 す る 機 会 ト ー ク ン （ Opportunity token） は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス 内 の 何 れ か の マ ス
に 置 か れ て い る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 こ の サ イ コ ロ は 、 駒 の 移 動 の た め に 使 用 さ れ る 。
移 動 数 を 選 択 す る た め に 、 他 の 手 段 を 用 い て も よ い こ と は 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。
例 え ば 、 こ の た め に 、 番 号 が 付 さ れ た 回 転 体 、 各 面 に 異 な る 色 が 付 さ れ た ブ ロ ッ ク 及 び 世
界 イ ン タ フ ェ ー ス 上 の 対 応 す る 一 連 の 色 等 を 用 い て も よ い 。 パ ラ ダ イ ス は 、 ４ つ の 異 な る
森 の 生 命 の 比 喩 的 な 競 技 場 で あ る 。 各 森 は 異 な る 森 の 精 を サ ポ ー ト す る 。 各 森 の 精 及 び 森
は 、 初 め は 、 異 な る 人 間 を サ ポ ー ト す る 。 各 人 間 は 、 初 め は 、 異 な る 視 点 か ら パ ラ ダ イ ス
に 向 い て お り 、 す な わ ち 、 異 な る 方 向 を 向 い て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 人 間 は 、 ギ バ ー （ Giver） 又 は テ イ カ （ Taker） と し て の ２ つ の 選 択 肢 の １ つ で 機 会 に
応 じ る こ と が で き る 。 人 間 は 、 テ イ カ と し て 機 能 す る 場 合 、 ボ ー ド か ら 木 を 取 る 。 人 間 は
、 ギ バ ー と し て 、 木 及 び 森 の 精 を 蘇 ら せ 、 及 び ピ ラ ミ ッ ド を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 パ ラ
ダ イ ス の 繁 栄 を 最 大 化 し よ う と す る 。 ゲ ー ム の 目 的 は 、 テ イ ク モ ー ド で 動 作 す る 人 間 が ゲ
ー ム を 終 了 さ せ る 前 に 、 人 間 の 全 て を 結 合 さ せ 、 目 と 目 を 合 わ せ （ to see eye-to-eye）
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、 各 人 間 の 異 な る 視 点 か ら 発 達 し た 価 値 及 び ビ ジ ョ ン を 共 有 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 人 間 は 、 テ イ ク モ ー ド で は 、 サ イ コ ロ の 出 目 に 対 応 す る マ ス 数 移 動 し 、 動 き な が ら 木 を
取 り 去 る 。 ギ ブ モ ー ド で は 、 人 間 は 、 木 が 置 か れ て い る マ ス に 移 動 し 、 そ の マ ス に 置 か れ
て い る 木 を 、 人 間 が 先 に い た マ ス に 移 動 さ せ る 。 何 れ の モ ー ド で も 、 人 間 は 、 当 初 と 同 じ
方 向 を 向 い て 、 移 動 の 最 後 の マ ス に 留 ま る 。 何 れ の モ ー ド で も 人 間 は 、 縦 横 に 動 く こ と が
で き 、 斜 め に は 動 く こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 機 会 ト ー ク ン の 位 置 は 、 テ イ ク モ ー ド 及 び ギ ブ モ ー ド の 両 方 に 関 す る 機 会 を 決 定 す る 。
機 会 ト ー ク ン は 、 パ ラ ダ イ ス の 周 囲 を 回 り 、 ど の 人 間 を テ イ ク モ ー ド に す る か を 継 続 的 に
変 更 す る 。 無 効 （ deactivated） に さ れ て い な い 他 の ３ 人 の 人 間 は 、 何 れ も 、 ギ ブ モ ー ド
を 選 択 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 機 会 は 、 テ イ ク モ ー ド 又 は ギ ブ モ ー ド に お け る 各 人 間 の 移 動 を 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 機 会 ト ー ク ン の 留 ま っ て い る 位 置 に 最 も 近 い 人 間 が 、 ま ず 、 テ イ カ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 機 会 ト ー ク ン の 位 置 は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス 内 の 任 意 の マ ス に 機 会 ト ー ク ン を 置 き 、 サ
イ コ ロ を 投 げ る こ と に よ っ て 決 定 す る 。 そ し て 、 出 目 を 上 に し て 、 サ イ コ ロ を 機 会 ト ー ク
ン に 置 く 。 そ し て 、 機 会 ト ー ク ン は 、 サ イ コ ロ の 出 目 に 対 応 す る マ ス 数 だ け 、 世 界 イ ン タ
フ ェ ー ス を 回 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 機 会 ト ー ク ン が 留 ま っ た 位 置 に 最 も 近 い 人 間 に 目 印 を 付 け 、 そ の 特 定 の 人 間 に つ い て 、
テ イ ク モ ー ド が 有 効 に な っ た こ と を 示 す 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 こ の 目 印 は マ ス ク で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ゲ ー ム の 遊 技 は 、 テ イ カ と ギ バ ー が そ れ ぞ れ 機 会 を 使 用 し て 行 う 。 ま ず 、 テ イ ク モ ー ド
の 人 間 が 先 に 動 く 。 テ イ ク モ ー ド の 人 間 は 、 特 定 の 目 的 を 果 た す た め に 機 会 を 用 い る 。 ギ
ブ モ ー ド の １ つ 以 上 の 他 の 人 間 は 、 パ ラ ダ イ ス の 繁 栄 を 最 大 化 に す る た め に 、 そ れ ら の 視
点 を 結 合 す る よ う に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ゲ ー ム は 、 ３ つ の 段 階 に 分 割 さ れ る ラ ウ ン ド で 遊 技 さ れ る 。 第 １ に 、 サ イ コ ロ が 投 げ ら
れ 、 機 会 ト ー ク ン が 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス を 回 る 。 第 ２ に 、 テ イ ク モ ー ド の 人 間 が 動 く 。 第
３ に 、 ギ ブ モ ー ド で 応 じ て い る 他 の 人 間 が 動 く 。 人 間 は 、 テ イ ク モ ー ド 及 び ギ ブ モ ー ド に
お い て 、 投 げ ら れ た サ イ コ ロ の 出 目 に 応 じ て 決 定 し た 同 じ 機 会 数 を 利 用 す る 。 テ イ ク モ ー
ド の ス ト ラ テ ジ は 、 木 を 倒 し 、 森 の 精 を 孤 立 さ せ 、 ギ ブ モ ー ド の 人 間 を 無 効 に し 、 戦 略 的
に 移 動 を 終 了 す る こ と で あ る 。 ギ ブ モ ー ド の 応 答 ス ト ラ テ ジ は 、 動 く 人 間 を 一 緒 に ま と め
、 森 の 精 を 救 い 、 人 間 を 救 い 、 こ れ に よ り パ ラ ダ イ ス を 救 う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ． ゲ ー ム の コ ン ポ ー ネ ン ト
　 ゲ ー ム 盤 は 、 複 数 の 正 方 形 に 分 割 さ れ 、 内 側 の 遊 技 領 域 と 、 内 側 の 遊 技 領 域 を 囲 む 外 側
の 制 御 領 域 に 区 切 ら れ る 。 本 発 明 に 基 づ く ゲ ー ム 盤 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 １ に 示 す 。 ゲ ー
ム 盤 １ ０ ０ は 、 ８ × ８ の ア レ イ と し て 配 置 さ れ た 正 方 形 の マ ス １ ～ ６ ４ を 備 え る 。 ゲ ー ム
盤 １ ０ ０ は 、 内 側 の 遊 技 領 域 １ １ ０ と 外 側 の 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ と を 備 え る 。 ま た
、 遊 技 領 域 １ １ ０ は 、 パ ラ ダ イ ス と も 呼 ば れ る 。 ま た 、 外 側 の 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０
は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス と も 呼 ば れ る 。 外 側 の 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ は 、 内 側 の 遊 技
領 域 １ １ ０ 内 の １ 又 は 複 数 の ゲ ー ム 駒 の 機 能 を 制 御 す る と い う 意 味 で 、 ゲ ー ム エ ン ジ ン と
し て 機 能 す る 。 ゲ ー ム エ ン ジ ン の 機 能 及 び そ れ に よ る 駒 の 制 御 に つ い て は 、 後 に 詳 細 に 説
明 す る 。 遊 技 領 域 １ １ ０ は 、 好 ま し く は 、 ６ × ６ の ア レ イ と し て 配 置 さ れ た 正 方 形 の マ ス
１ ～ ３ ６ を 含 む 。 外 側 の 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ は 、 好 ま し く は 、 遊 技 領 域 １ １ ０ の 周
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囲 を 取 り 囲 む マ ス ３ ７ ～ ６ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス の マ ス を 移 動 す る 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ の 位 置 は 、 以 下 に 限 定 さ れ る
も の で は な い が 、 遊 技 領 域 １ １ ０ 内 の ゲ ー ム 駒 の パ ワ ー 及 び 移 動 の 可 能 性 の 属 性 を 決 定 す
る 。 好 ま し く は 、 外 側 の 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ 内 で 単 一 の 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 移 動
し 、 機 会 を 表 現 す る 。 こ れ に 代 え て 、 ２ つ 以 上 の ゲ ー ム 駒 が 外 側 の 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １
２ ０ 内 を 移 動 し て も よ い 。 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス の マ ス 上 の 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ を 基 準 に し
て 、 遊 技 領 域 １ １ ０ 内 の 他 の ゲ ー ム 駒 が 影 響 を 受 け る 。 具 体 的 に は 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０
が 移 動 し た 後 、 最 も 近 い 人 間 が テ イ カ の 遊 技 駒 に な る 。 こ の よ う な 基 準 は 、 ゲ ー ム 駒 の 位
置 、 色 又 は 形 状 で あ っ て も よ い 。 遊 技 領 域 １ １ ０ の ゲ ー ム 駒 の 属 性 は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー
ス １ ２ ０ に お け る 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ の 位 置 の 変 化 に 対 し て 、 一 定 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 パ ラ ダ イ ス は 、 異 な る 森 を 含 む 生 態 系 を 表 現 し て い る 。 初 め は 各 森 は 、 固 有 の 森 の 精 を
サ ポ ー ト す る 。 好 適 な 実 施 形 態 に お い て 、 森 の 精 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 を 有 し て い る 。 更
に 、 ゲ ー ム の 始 め に は 、 各 森 は 、 そ れ ぞ れ が 、 各 コ ー ナ か ら ボ ー ド の 中 心 を 向 い た 人 間 を
含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 遊 技 領 域 １ １ ０ は 、 好 ま し く は 、 ４ つ の 象 限 に 分 割 さ れ る 。 第 １ の 象 限 は 、 マ ス １ ～ ９
を 含 む 。 第 ２ の 象 限 は 、 マ ス １ ０ ～ １ ８ を 含 む 。 第 ３ の 象 限 は 、 マ ス １ ９ ～ ２ ７ を 含 む 。
第 ４ の 象 限 は 、 マ ス ２ ８ ～ ３ ６ を 含 む 。 好 ま し く は 、 各 象 限 は 、 そ れ ぞ れ 、 固 有 の 種 類 の
木 を 有 す る 特 定 の 種 類 の 森 を 定 義 す る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ４ つ の 種 類 の 木 は 、 落 葉 樹
（ deciduous trees） 、 針 葉 樹 （ coniferous trees） 、 椰 子 の 木 （ palm trees） 、 常 緑 広
葉 樹 （ rainforest trees） で あ る 。 各 象 限 の 中 心 は 、 森 の 精 の ゲ ー ム 駒 で あ る 。 各 象 限 の
外 周 コ ー ナ （ マ ス １ 、 １ ０ 、 １ ９ 、 ２ ８ ） に は 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ の 中 心 方 向 を 向 い た 、 ゲ
ー ム を 開 始 す る 人 間 １ ４ ０ の ゲ ー ム 駒 が 置 か れ る 。 後 に 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 各 人 間 １
４ ０ の 向 き は 重 要 で あ る 。 ゲ ー ム 駒 は 、 初 め は 、 全 体 の 遊 技 領 域 １ １ ０ の 全 て の マ ス に 置
か れ る 。 一 方 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ は 、 １ つ 以 外 の 全 て の マ ス が 空 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ 上 で の ゲ ー ム 駒 の 好 適 な 最 初 の 構 成 を 示 す 。 図 ２ に 示 す ゲ ー ム
駒 の 位 置 は 、 図 １ に 示 す マ ス に 振 ら れ た 番 号 に 基 づ い て 示 す 。 例 え ば 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー
ス １ ２ ０ は 、 マ ス ３ ７ ～ ６ ４ を 有 し 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 置 か れ て
い る マ ス ５ １ を 除 い て 、 全 て の マ ス が 空 で あ る 。 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ は 、 好 ま し く は 、 サ
イ コ ロ の 上 面 が 見 え る よ う に 、 基 部 に サ イ コ ロ を 置 く こ と が で き る よ う な 構 成 を 有 し て い
る 。 遊 技 領 域 １ １ ０ は 、 図 １ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 そ れ ぞ れ が 森 を 表 す ４ つ の 象 限 で
示 さ れ る 。 常 緑 広 葉 樹 の 森 は 、 ７ つ の 常 緑 広 葉 樹 の 木 １ ６ ０ と 、 １ つ の 常 緑 広 葉 樹 の 精 １
６ ２ と 、 １ つ の 人 間 １ ４ ０ と を 有 し て い る 。 常 緑 広 葉 樹 の 精 １ ６ ２ は 、 図 １ の マ ス ９ に 対
応 す る 常 緑 広 葉 樹 の 森 の 中 心 に 配 置 さ れ る 。 各 マ ス ２ ～ ８ に は 、 そ れ ぞ れ １ つ の 常 緑 広 葉
樹 の 木 １ ６ ０ が 配 置 さ れ 、 マ ス １ に は 、 １ つ の 人 間 １ ４ ０ が 配 置 さ れ る 。 針 葉 樹 の 森 は 、
７ つ の 針 葉 樹 １ ７ ０ と 、 １ つ の 針 葉 樹 の 精 １ ７ ２ と 、 １ つ の 人 間 １ ４ ０ と を 有 し て い る 。
針 葉 樹 の 精 １ ７ ２ は 、 マ ス １ ８ に 対 応 す る 針 葉 樹 の 森 の 中 心 に 配 置 さ れ る 。 各 マ ス １ １ ～
１ ７ に は 、 そ れ ぞ れ １ つ の 針 葉 樹 １ ７ ０ が 配 置 さ れ 、 マ ス １ ０ に は 、 １ つ の 人 間 １ ４ ０ が
配 置 さ れ る 。 落 葉 樹 の 森 は 、 ７ つ の 落 葉 樹 １ ８ ０ と 、 落 葉 樹 の 精 １ ８ ２ と 、 １ つ の 人 間 １
４ ０ と を 有 し て い る 。 落 葉 樹 の 精 １ ８ ２ は 、 マ ス ３ ６ に 対 応 す る 落 葉 樹 の 森 の 中 心 に 配 置
さ れ る 。 各 マ ス ２ ９ ～ ３ ５ に は 、 そ れ ぞ れ １ つ の 落 葉 樹 １ ８ ０ が 配 置 さ れ 、 マ ス ２ ８ に は
、 １ つ の 人 間 １ ４ ０ が 配 置 さ れ る 。 椰 子 の 森 は 、 ７ つ の 椰 子 の 木 １ ５ ０ と 、 １ つ の 椰 子 の
精 １ ５ ２ と 、 １ つ の 人 間 １ ４ ０ と を 有 す る 。 椰 子 の 精 １ ５ ２ は 、 マ ス ２ ７ に 対 応 す る 椰 子
の 森 の 中 心 に 配 置 さ れ る 。 各 マ ス ２ ０ ～ ２ ６ に は 、 そ れ ぞ れ １ つ の 椰 子 の 木 １ ５ ０ が 配 置
さ れ 、 マ ス １ ９ に は 、 １ つ の 人 間 １ ４ ０ が 配 置 さ れ る 。 な お 、 図 ２ に 示 す 各 森 の 相 対 的 位
置 は 、 例 示 的 な も の で あ り 、 各 森 は 、 最 初 に 、 遊 技 領 域 １ １ ０ 内 の ４ つ の 象 限 の ど こ に 配
置 し て も よ い 。 更 に 、 図 ２ に 示 す 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ の 開 始 位 置 も 例 示 的 な も の で あ る 。
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開 始 位 置 は 、 プ レ イ ヤ に よ っ て ラ ン ダ ム に 選 択 さ れ る 。 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ の 開 始 位 置 は
、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ 内 の マ ス ３ ７ ～ ６ ４ の ど こ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 象 限 の 中 心 に は 、 そ れ ぞ れ ４ つ の 森 の 精 が 置 か れ て い る 。 各 森 に は 、 好 ま し く は 、 色
に よ っ て 区 別 さ れ る そ れ ぞ れ 固 有 の 森 の 精 が あ る 。 各 ゲ ー ム の 始 め に は 、 ど の 森 の 精 が ど
の 森 に 属 す る か を 定 め る 。 森 の 精 は 、 森 の 種 類 の 木 に よ っ て の み サ ポ ー ト さ れ る 。 森 の 精
は 、 森 の 繁 栄 に よ っ て 成 長 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 森 の 精 が 立 っ て い る た め に は 、 森 内 で 森 の 精 が 置 か れ て い る マ ス に 隣 接 す る マ ス に 少 な
く と も １ つ の 木 が あ る 必 要 が あ る 。 な お 、 こ こ で は 、 マ ス が 隣 接 す る と は 、 一 方 の マ ス の
辺 又 は コ ー ナ が 、 他 方 の マ ス の 辺 又 は コ ー ナ に 触 れ て い る こ と を 意 味 す る 。 森 の 精 又 は 人
間 が 立 っ た ま ま で 残 っ て い る 状 態 を 、 生 き て い る 又 は 有 効 で あ る と 呼 ぶ 。 一 方 、 森 の 精 が
倒 さ れ た 状 態 を 、 死 ん だ 又 は 無 効 に な っ た と 呼 ぶ 。 ま た 、 木 は 、 遊 技 領 域 １ １ ０ 内 の マ ス
に 残 っ て い る 状 態 を 、 有 効 又 は 生 き て い る と 呼 ぶ 。 木 が ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ か ら 取 り 除 か れ た
状 態 を 、 死 ん だ 又 は 無 効 に な っ た と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ゲ ー ム で は 、 ４ つ の 人 間 １ ４ ０ を 用 い る 。 ゲ ー ム の 開 始 時 に は 、 各 人 間 １ ４ ０ は 、 ゲ ー
ム 盤 １ ０ ０ の 中 心 方 向 に 向 け ら れ て い る 。 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ の 辺 を 東 西 南 北 と し た 場 合 、 １
つ の 人 間 １ ４ ０ は 、 北 西 を 向 き 、 他 の 人 間 １ ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 東 北 、 南 西 及 び 東 南 を 向 い
て い る 。 各 人 間 １ ４ ０ は 、 ゲ ー ム 駒 の 向 き を 回 転 さ せ る よ う な 特 別 な 動 き が 行 わ れ な い 限
り 、 ゲ ー ム を 通 し て 、 最 初 と 同 じ 方 向 を 向 き 続 け る 。 す な わ ち 、 こ の よ う な 回 転 の 動 き が
な け れ ば 、 人 間 １ ４ ０ は 、 ど の マ ス に 動 か さ れ て も 同 じ 向 き を 維 持 す る 。 し た が っ て 、 最
初 に 北 西 を 向 い て い た 人 間 １ ４ ０ は 、 特 別 に 回 転 さ せ ら れ な け れ ば 、 ゲ ー ム を 通 し て 北 西
を 向 き 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 各 人 間 １ ４ ０ は 、 ２ つ の モ ー ド の ど ち ら か で 動 作 す る 。 モ ー ド は 、 ラ ウ ン ド 毎 に 変 更 で
き る 。 テ イ ク モ ー ド で は 、 目 的 は 、 主 に 木 を 取 る こ と で あ る 。 ギ ブ モ ー ド で は 、 目 的 は 、
全 て の 人 間 １ ４ ０ の 「 目 と 目 を 合 わ せ る （ eye-to-eye） 」 こ と で あ る 。 各 人 間 １ ４ ０ は 、
「 正 面 」 と 「 背 面 」 を 有 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ４ つ の 人 間 １
４ ０ 全 て が 「 目 と 目 を 合 わ せ る 」 位 置 に 配 置 さ れ る と 、 ４ つ の 人 間 １ ４ ０ が ピ ラ ミ ッ ド を
形 成 す る 。 こ こ で は 、 各 人 間 １ ４ ０ の 頂 部 を 頭 と み な し 、 ２ つ の 垂 直 に 立 っ て い る 面 を 正
面 と み な し 、 ２ つ の 傾 斜 を 有 す る 面 を 背 面 と み な す 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ４ つ の 人 間 １
４ ０ が ピ ラ ミ ッ ド を 形 成 す る と 、 背 面 、 す な わ ち 下 向 き の 傾 斜 を 有 す る 面 が ピ ラ ミ ッ ド の
外 側 の 面 を 形 成 す る 。 各 人 間 １ ４ ０ は 、 ２ つ の 正 面 、 又 は 垂 直 に 立 っ て い る 側 の そ れ ぞ れ
に １ つ ず つ 、 合 計 で ２ つ の 目 を 有 す る 。 ２ の 隣 接 す る 人 間 １ ４ ０ の 正 面 が 互 い に 向 き 合 う
こ と を 、 ２ つ の 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 が 合 っ た と 呼 ぶ 。 一 方 の 人 間 １ ４ ０ の 正 面 が 他 方 の 人
間 の 背 面 に 向 き 合 っ て い る 場 合 は 、 目 と 目 が 合 っ た と は み な さ な い 。 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目
が 合 う と 、 ゲ ー ム 駒 は 、 連 結 さ れ る 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 各 人 間 １ ４ ０ に つ い て 、 一 方
の 目 は 、 一 方 の 正 面 の 表 面 か ら 外 側 に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ 、 他 方 の 目 は 、 他 方 の 正 面
の 表 面 に お い て 、 他 の 人 間 １ ４ ０ の 突 出 す る 目 を 受 け 取 る 窪 み と し て 形 成 さ れ て い る 。 図
１ ３ は 、 人 間 １ ４ ０ の 斜 視 図 で あ り 、 各 人 間 １ ４ ０ の 目 が 対 向 し 、 図 １ ２ に 示 す ピ ラ ミ ッ
ド を 形 成 す る よ う に 人 間 １ ４ ０ が 連 結 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 最 初 は 、 各 人 間 １ ４ ０ は
、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ の 中 心 の 方 向 を 向 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ は 、 サ イ コ ロ を 保 持 し 、 好 ま し く は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ 内
を 移 動 す る 唯 一 の ゲ ー ム 駒 で あ る 。 サ イ コ ロ は 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ か ら 取 り 出 し て 投 げ
る こ と が で き 、 出 目 を 上 に し て 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ に 再 び 置 く （ 取 り 戻 す ） こ と が で き
る 。 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ は 、 パ ラ ダ イ ス 、 す な わ ち 遊 技 領 域 １ １ ０ に 入 る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ２ ． ゲ ー ム の 遊 技 方 法
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　 ギ バ ー に と っ て の ゲ ー ム の 目 的 は 、 パ ラ ダ イ ス 内 の ２ つ の 森 が 完 全 に 取 ら れ る 前 に 、 ４
つ の 全 て の 人 間 １ ４ ０ を 連 結 し 、 ピ ラ ミ ッ ド を 形 成 す る こ と で あ る 。 ゲ ー ム の 第 １ の 遊 技
方 法 で は 、 プ レ イ ヤ は 、 誰 が ギ バ ー に な り 、 誰 が テ イ カ に な る か を 選 択 す る 。 ゲ ー ム の 開
始 時 に は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ の 任 意 の マ ス に 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ を 置 く 。 ゲ ー ム
は 、 そ れ ぞ れ が ３ つ の 段 階 を 有 す る ラ ウ ン ド 毎 に 遊 戯 さ れ る 。 第 １ の 段 階 で は 、 １ 人 の プ
レ イ ヤ が サ イ コ ロ を 投 げ 、 サ イ コ ロ の 出 目 を 上 に し て 、 サ イ コ ロ を 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ に
置 く 。 こ の 数 は 、 そ の ラ ウ ン ド の 機 会 又 は 機 会 数 と 呼 ば れ 、 各 プ レ イ ヤ は 、 ラ ウ ン ド の 第
２ 及 び 第 ３ の 段 階 に お い て 、 そ れ ぞ れ テ イ カ と し て 及 び ギ バ ー と し て 、 こ の 機 会 又 は 機 会
数 を 用 い る 。 如 何 な る プ レ イ ヤ も 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ に 沿 っ て 、 機 会 ト ー ク ン １
３ ０ を 時 計 回 り の 方 向 に 動 か し 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 動 く マ ス の 数 は 、 機 会 数 に 等 し い
。 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 留 ま っ た マ ス の 最 も 近 く の 人 間 １ ４ ０ が テ イ カ の 遊 技 駒 に な る 。
こ の 遊 技 駒 に は 、 マ ス ク が 取 り 付 け ら れ 、 す な わ ち 、 人 間 １ ４ ０ に マ ス ク が か け ら れ る 。
機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ か ら 人 間 １ ４ ０ ま で の 「 距 離 」 は 、 斜 め は 用 い ず 、 縦 横 の マ ス の み で
数 え る 。 ゲ ー ム を 始 め る と き 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が ２ つ 又 は ３ つ の 人 間 １ ４ ０ か ら 等 し
い 距 離 に 留 ま っ た 場 合 、 テ イ カ は 、 マ ス ク を 取 り 付 け る 人 間 １ ４ ０ を 選 択 で き 、 マ ス ク が
取 り 付 け ら れ た 人 間 １ ４ ０ が テ イ カ の 遊 技 駒 に な る 。 な お 、 例 え ば 、 サ イ コ ロ に 関 し て 所
定 の 目 が 出 た 場 合 、 又 は タ イ マ を 用 い て 所 定 の カ ウ ン ト ダ ウ ン 期 間 が 経 過 し た 場 合 等 、 特
定 の イ ベ ン ト に 応 じ て 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ を 動 か す 方 向 を 反 転 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ の 段 階 で は 、 テ イ カ は 機 会 に 応 じ る 。 テ イ カ は 、 常 に 、 マ ス ク が 取 り 付 け ら れ て い
る 人 間 １ ４ ０ を 動 か す 。 テ イ カ の 主 な 目 的 は 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ か ら 木 を 取 り 除 く こ と で あ
る 。 人 間 １ ４ ０ は 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ の サ イ コ ロ の 出 目 に 対 応 す る 数 だ け 縦 又 は 横 に １
マ ス ず つ 移 動 し 、 斜 め に は 移 動 で き な い 。 木 が 置 か れ て い る マ ス を テ イ カ の 駒 が 通 過 又 は
停 止 す る と 、 テ イ カ は 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ か ら そ の 木 を 取 り 除 く こ と が で き る 。 ま た 、 駒 を
１ マ ス 移 動 さ せ る 毎 に 、 機 会 数 の 値 が １ つ ず つ 減 る 。 テ イ ク モ ー ド の プ レ イ ヤ が 機 会 数 に
よ っ て 表 さ れ る 移 動 可 能 な 数 を 使 い き っ た 場 合 、 テ イ カ の 手 番 は 終 了 し 、 ラ ウ ン ド の 第 ２
の 段 階 が 終 了 す る 。 森 の 精 が 置 か れ て い る マ ス が そ の 森 に お い て 、 木 を 有 す る マ ス に 隣 接
し な く な る と 、 森 の 精 は 、 無 効 に な り 、 そ の マ ス 上 で 倒 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ３ の 段 階 で は 、 ギ バ ー が 、 テ イ カ と 同 じ よ う に 機 会 に 応 じ る 。 す な わ ち 、 ギ バ ー は 、
テ イ カ が 使 用 で き た 移 動 数 と 同 じ 移 動 数 を 有 し て い る 。 ギ バ ー は 、 ３ つ の マ ス ク し て い な
い 人 間 １ ４ ０ 、 又 は 森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ２ の 何 れ か を 、 機 会 数 と 同 じ 数
だ け 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 何 れ の 駒 も 、 １ マ ス 動 か す 毎 に 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ 上 の
サ イ コ ロ の 出 目 に よ っ て 示 さ れ て い る 機 会 数 が １ つ 減 る 。 ギ バ ー が 森 の 中 で １ マ ス ず つ 駒
を 動 か す と 、 そ の 駒 が 移 動 し た マ ス に 置 か れ て い る 木 又 は 他 の 遊 技 駒 は 、 ギ バ ー の 遊 技 駒
が 先 に 置 か れ て い た マ ス に 移 動 す る 。 例 え ば 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 マ ス ク し て い
な い 人 間 １ ４ ０ が マ ス １ ９ に 置 か れ て お り 、 椰 子 の 木 １ ５ ０ が マ ス ２ ６ に 置 か れ て お り 、
ギ バ ー が 人 間 １ ４ ０ を マ ス １ ９ か ら マ ス ２ ６ に 移 動 さ せ る と 、 椰 子 の 木 １ ５ ０ は 、 マ ス ２
６ か ら マ ス １ ９ に 移 動 す る 。 駒 は 、 機 会 数 に 対 応 す る 数 だ け 、 縦 横 方 向 に 移 動 し 、 斜 め に
移 動 す る こ と は で き な い 。 ギ バ ー は 、 マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ を 動 か し て 、 人 間 １ ４
０ 目 と 目 を 合 わ せ る こ と に 成 功 す る と 、 森 に 木 を 戻 す こ と が で き る 。 ２ つ の 人 間 １ ４ ０ の
目 と 目 が 合 う と 、 ギ バ ー は 、 次 の 動 き を 、 遊 技 領 域 １ １ ０ 内 の １ つ の 木 を 再 び 置 き 、 森 の
精 及 び 人 間 １ ４ ０ を 復 活 さ せ る （ 再 び 有 効 に す る ） た め に 用 い る こ と が で き る 。 ３ つ の 人
間 １ ４ ０ の 目 と 目 が 合 う と 、 ギ バ ー は 、 次 の 動 き を 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ 上 の サ イ コ ロ の
出 目 の 残 り の 数 の １ つ に つ き ２ つ の 木 を 再 び 置 く た め に 用 い る こ と が で き る 。 森 の 精 を 復
活 さ せ る た め に は 、 そ の 森 の 精 に 隣 接 す る マ ス に 、 対 応 す る 森 か ら 少 な く と も １ つ の 木 を
置 く 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 木 を 回 復 さ せ る と 、 森 の 精 は 、 倒 さ れ て い た マ ス に 再 び 立 て
ら れ る 。 好 ま し く は 、 木 を 回 復 す る た め に は 、 機 会 数 の １ つ が 消 費 さ れ る が 、 無 効 に さ れ
た 森 の 精 及 び 無 効 に さ れ た 人 間 を 立 て 直 す 動 作 は 、 機 会 数 を 減 ら さ ず に 行 う こ と が で き る
。 変 形 例 と し て 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 を 立 ち 上 げ る た め に 、 機 会 数 か ら １ を 減 ら し て も よ
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い 。 更 な る 変 形 例 と し て 、 無 効 に さ れ た 人 間 を 復 活 さ せ る 動 作 に 対 し て 、 サ イ コ ロ の 出 目
に 対 応 す る 機 会 数 を 減 ら し て も よ い 。 ギ バ ー が 、 機 会 数 に よ っ て 表 さ れ る 移 動 可 能 な 数 を
使 い き っ た 場 合 、 ギ バ ー の 手 番 は 終 了 し 、 ラ ウ ン ド の 第 ３ の 段 階 が 終 了 す る 。 こ の 時 点 で
新 た な ラ ウ ン ド が 開 始 さ れ 、 サ イ コ ロ が 再 び 投 げ ら れ る 。 各 ラ ウ ン ド に お い て 、 テ イ カ は
、 常 に ギ バ ー よ り 先 に 遊 技 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 の ラ ウ ン ド で 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 前 の ラ ウ ン ド で マ ス ク が 取 り 付 け ら れ た 人 間 １ ４
０ と は 異 な る 人 間 １ ４ ０ に よ り 近 い 位 置 に 留 ま っ た 場 合 、 よ り 近 い 人 間 １ ４ ０ に マ ス ク を
付 け 替 え る 。 新 た に マ ス ク が 取 り 付 け ら れ た 人 間 １ ４ ０ は 、 テ イ カ が 用 い る 遊 技 駒 に な る
。 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 、 現 在 マ ス ク が 取 り 付 け ら れ て い る 人 間 １ ４ ０ か ら も 他 の 人 間 １
４ ０ か ら も 同 じ 距 離 に 留 ま っ た 場 合 、 す な わ ち 、 現 在 の テ イ カ の 遊 技 駒 か ら も 、 他 の 人 間
１ ４ ０ か ら も 同 じ 距 離 に 留 ま っ た 場 合 、 テ イ カ は 、 ど の 人 間 １ ４ ０ に マ ス ク を 取 り 付 け る
か を 選 択 す る 。 ま た 、 ２ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ 、 す な わ ち 、 ギ ブ モ ー ド の ２ つ
の 人 間 １ ４ ０ か ら 等 距 離 に 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 留 ま り 、 そ の 距 離 が 、 機 会 ト ー ク ン １ ３
０ か ら 、 現 在 マ ス ク が 取 り 付 け ら れ て い る 人 間 １ ４ ０ よ り 近 い 場 合 、 テ イ カ は 、 マ ス ク が
取 り 付 け ら れ て い な い 人 間 １ ４ ０ の 何 れ か を 選 択 し て マ ス ク を 取 り 付 け る 。 テ イ カ は 、 常
に 、 マ ス ク を 付 け た 人 間 １ ４ ０ を 動 か し 、 他 の プ レ イ ヤ で あ る マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４
０ に よ っ て 止 め ら れ る こ と を 回 避 し な が ら 、 で き る だ け 多 く の 木 を 取 ろ う と す る 。 マ ス ク
し た 人 間 １ ４ ０ は 、 マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ を 回 転 さ せ る た め に 動 か な い 限 り 、 動 き 始 め た
と き か ら 、 動 き 終 わ る ま で 、 同 じ 方 向 を 向 い て い な く て は な ら な い 。 マ ス ク し た 人 間 １ ４
０ が 通 っ た マ ス 及 び 留 ま っ た マ ス の 木 は 、 遊 技 領 域 １ １ ０ か ら 取 り 除 か れ る 。 マ ス ク し て
い な い 人 間 １ ４ ０ が 置 か れ て い る マ ス 又 は 森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ２ が 置 か
れ て い る マ ス に マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ を 動 か し た 場 合 、 マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ 又 は
森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ２ は 、 マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ が 来 た マ ス に 移 動 す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ギ バ ー の 目 的 は 、 テ イ カ が 木 を 取 る こ と を 止 め る こ と な の で 、 テ イ カ は 、 ギ バ ー の 戦 略
を 妨 害 す る こ と に よ っ て 、 自 ら を 守 る こ と が で き る 。 ま た 、 テ イ カ は 、 ギ バ ー に よ っ て 人
間 １ ４ ０ の ピ ラ ミ ッ ド に 連 結 さ れ る こ と を 避 け る こ と に よ っ て 、 自 ら を 守 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 テ イ カ が 自 ら を 守 る た め の 動 き と し て は 、 以 下 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 森 の 精 を
囲 ん で い る 全 て の 木 を 取 る こ と が あ り 、 こ れ に よ り 、 テ イ カ は 、 森 の 精 を 倒 し 、 更 に 、 森
の 精 に 最 も 近 い マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ を 倒 す こ と が で き る 。 別 の 動 き と し て 、 森 の
精 が 置 か れ て い た 位 置 に マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ を 動 か す こ と に よ っ て 、 マ ス ク し た 人 間 １
４ ０ が 元 に い た 位 置 に 森 の 精 を 移 動 さ せ 、 こ れ に よ り 、 森 の 精 を サ ポ ー ト す る 森 か ら 森 の
精 を 追 い 出 す こ と も で き る 。 森 の 精 が 移 動 さ せ ら れ た 後 、 移 動 し た 森 の 精 に 隣 接 す る そ の
森 の 木 が な く な れ ば 、 森 の 精 は 、 森 か ら 孤 立 す る 。 こ れ に よ り 、 テ イ カ は 、 移 動 さ せ ら れ
た 森 の 精 を 倒 し 、 及 び 倒 さ れ た 森 の 精 に 最 も 近 い マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ を 倒 す こ と
が で き る 。 テ イ カ が 行 う こ と が で き る 他 の 動 き と し て 、 マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の １
つ が 置 か れ て い る マ ス に マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ を 動 か す こ と に よ っ て 、 マ ス ク し た 人 間 １
４ ０ が 元 に 置 か れ て い た マ ス に マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ を 移 動 さ せ 、 こ れ に よ り 、 目
と 目 が 合 っ て い る マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の グ ル ー プ を 離 れ さ せ る こ と が で き る 。 単
一 の 出 目 で 十 分 な 移 動 数 が あ れ ば 、 一 回 の ラ ウ ン ド で 、 複 数 の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４
０ の 位 置 を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 テ イ カ は 、 所 定 の ラ ウ ン ド 内 で 、 及 び 所 定 の 機 会 数
に 応 じ て 、 こ れ ら の 移 動 を 任 意 に 組 み 合 わ せ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 テ イ ク モ ー ド の マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ は 、 木 を 取 り 除 く 。 マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ が 移 動
し て き た マ ス を 占 領 す る 全 て の 木 は 、 遊 技 領 域 １ １ ０ か ら 取 り 除 か れ る 。 テ イ カ の 目 的 は
、 木 を 取 り 除 き 、 こ れ に よ り 、 森 の 精 を 無 効 に す る こ と で あ る 。 マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ は
、 森 の 精 を 直 接 無 効 に す る こ と は で き な い 。 す な わ ち 、 マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ は 、 そ の 森
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の 精 の 森 の 木 を 取 り 除 く こ と に よ っ て 、 間 接 的 に 森 の 精 を 無 効 に で き る の み で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 森 の 精 は 、 人 間 を 支 え る エ ネ ル ギ 源 を 表 し て い る 。 森 の 精 が 無 効 に な る と 、 人 間 も 無 効
に な る 。 森 か ら 全 て の 木 が 取 り 除 か れ 、 又 は 、 森 の 精 の マ ス に 隣 接 す る 森 の 木 が な く な る
と 、 森 の 精 は 、 無 効 に さ れ 、 横 に 倒 さ れ る 。 無 効 に さ れ た 森 の 精 は 、 如 何 な る 方 向 に 倒 し
て も よ い 。 森 の 精 が 倒 さ れ る と 、 ギ ブ モ ー ド で 動 作 し て い る 最 も 近 い マ ス ク し て い な い 人
間 １ ４ ０ も 無 効 に さ れ 、 倒 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ギ バ ー は 、 遊 技 領 域 １ １ ０ に 木 を 取 り 戻 し 、 全 て の ４ つ 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 を 合 わ せ 、
ピ ラ ミ ッ ド を 完 成 さ せ る こ と を 目 的 と し て 、 マ ス ク し て お ら ず 、 且 つ 立 っ て い る 人 間 １ ４
０ 又 は 森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ２ の 何 れ を 移 動 さ せ て も よ い 。 サ イ コ ロ の 出
目 は 、 機 会 数 を 表 し 、 す な わ ち 、 ギ バ ー が 、 マ ス ク し て い な い 立 っ て い る 人 間 １ ４ ０ 又 は
森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ２ を 、 斜 め で は な く 縦 又 は 横 に 移 動 さ せ る こ と が で
き る 数 を 表 し て い る 。 マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ は 、 マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ を 回 転 さ せ る た め
に 動 き が 用 い ら れ な い 限 り 、 動 き 始 め た と き か ら 、 動 き 終 わ る ま で 、 同 じ 方 向 を 向 い て い
な く て は な ら な い 。 木 が 置 か れ た 位 置 に マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ を 動 か す と 、 そ の 木
は 、 マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ が 移 動 し て き た マ ス に 移 動 す る 。 マ ス ク し て い な い 人 間
１ ４ ０ を マ ス に 動 か す 人 間 １ ４ ０ 又 は 森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ２ が 立 っ て い
る か 無 効 で あ る か に 関 わ ら ず 、 人 間 １ ４ ０ 又 は 森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ２ が
置 か れ て い る マ ス に マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ を 動 か す と 、 そ の マ ス に あ っ た 駒 は 、 マ
ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ が 移 動 し て き た マ ス に 移 動 す る 。 １ マ ス の 移 動 毎 に 、 機 会 数 が
１ つ ず つ 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ギ バ ー は 、 任 意 の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ を 動 か す こ と が で き 、 こ の 移 動 に よ り 、
隣 り 合 う 他 の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ と 目 と 目 が 合 う と 、 ギ バ ー は 、 以 前 に 、 遊 技 領
域 １ １ ０ か ら 取 り 除 か れ た 木 を 遊 技 領 域 １ １ ０ に 戻 す こ と が で き る 。 ２ つ の マ ス ク し て い
な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 が 合 う と 、 ギ バ ー は 、 機 会 数 の 残 数 を 、 １ つ の 木 を 戻 す た め に 使
用 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 戻 さ れ る 木 が 同 種 類 の 他 の 木 又 は そ の 森 の 精 に 隣 り 合
う 限 り 、 遊 技 領 域 １ １ ０ の 如 何 な る マ ス に も 木 を 返 す こ と が で き る 。 こ れ に 代 え て 、 遊 技
領 域 １ １ ０ の 象 限 内 で ゲ ー ム の 開 始 時 に そ の 木 が 元 々 置 か れ て た 象 限 内 で あ れ ば 、 如 何 な
る マ ス に も 木 を 返 す こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 倒 さ れ た 森 の 精 、 す な わ ち 無 効 に さ れ た 森 の 精 は 、 例 え ば 、 椰 子 の 森 の 精 １ ５ ２ に つ い
て は 、 椰 子 の 木 １ ５ ０ 等 、 森 の 精 に 対 応 す る 木 を 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 に 隣 り 合 う マ ス に
取 り 戻 す こ と に よ っ て 復 活 さ せ る こ と が で き る 。 無 効 に さ れ た 森 の 精 の 隣 に 対 応 す る 木 が
取 り 戻 さ れ る と 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 と 、 森 の 精 が 倒 さ れ た と き に 一 緒 に 倒 さ れ た 人 間 の
両 方 が 復 活 し 、 再 び 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 如 何 な る 順 序 又 は 組 合 せ で 、 木 を 取 り 戻 し て も よ い 。 例 え ば 、 ３
つ の 木 を 取 り 戻 し て も よ く 、 こ の 場 合 、 取 り 戻 さ れ る 木 は 、 全 て 椰 子 の 木 で も よ く 、 １ つ
の 落 葉 樹 と ２ つ の 針 葉 樹 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ギ バ ー の た め の 例 示 的 な 手 番 を 説 明 す る 。 こ の ラ ウ ン ド で は 、 サ イ コ ロ の 出 目 が ５ で あ
る と す る 。 ギ ブ モ ー ド で 動 作 す る マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ が 、 ３ マ ス の 移 動 で 、 他 の
マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ と 目 と 目 が 合 っ た と す る 。 ３ マ ス の 移 動 に よ り 、 機 会 数 の う
ち の ３ カ ウ ン ト が 使 用 さ れ 、 し た が っ て 、 ギ バ ー に は 、 ２ 回 の 動 き が 残 さ れ て い る 。 ２ つ
の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 が 合 っ た こ と に よ り 、 ２ 回 の 動 き を 、 以 前 に 取 り
除 か れ た 木 の ２ つ を 取 り 戻 す た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 ２ つ の 木 を 取 り 戻
す た め に 、 サ イ コ ロ の 出 目 の う ち 、 ２ カ ウ ン ト が 消 費 さ れ る 。 無 効 に さ れ た 森 の 精 に 隣 接
す る マ ス に 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 に 対 応 す る 森 の 少 な く と も １ つ の 木 が 取 り 戻 さ れ る と 、
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好 適 な 実 施 形 態 で は 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 と 、 森 の 精 が 倒 さ れ た と き に 一 緒 に 倒 さ れ た 、
無 効 に さ れ た 人 間 と が 復 活 し て 立 て 直 さ れ る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 無 効 に さ れ た 森 の 精
及 び 無 効 に さ れ た 人 間 を 回 復 す る 動 作 は 、 機 会 数 を 減 ら さ な い 。 但 し 、 変 形 例 と し て 、 無
効 に さ れ た 森 の 精 を 回 復 す る た め に も 機 会 数 を 消 費 し て も よ く 、 こ の 場 合 、 無 効 に さ れ た
森 の 精 は 、 回 復 さ れ る た め に 、 ギ バ ー の 次 の 動 き を 待 た な け れ ば な ら ず 、 又 は 木 を 取 り 戻
す た め に 使 用 さ れ た 前 の 動 き の １ つ を 無 効 に さ れ た 森 の 精 を 回 復 す る た め に 使 用 し な く て
は な ら な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ に 隣 接 す る こ と に な っ た 別 の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０
が 向 い て い る 方 向 に よ っ て は 、 必 ず し も 目 と 目 が 合 う わ け で は な い 。 例 え ば 、 東 北 の 方 向
を 向 い て い る マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ が 北 西 の 方 向 を 向 い て い る マ ス ク し て い な い 人
間 １ ４ ０ の 東 （ 右 ） に 置 か れ た 場 合 、 こ れ ら の ２ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と
目 は 合 わ な い 。 す な わ ち 、 こ れ ら の 人 間 １ ４ ０ は 、 互 い に 背 を 向 け 合 っ て い る 。 こ の よ う
な ２ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 を 合 わ せ る た め に は 、 ２ つ の マ ス ク し て い
な い 人 間 １ ４ ０ の １ つ を ９ ０ ° 回 転 さ せ る た め に 動 き を 使 用 し な く て は な ら な い 。 人 間 １
４ ０ を ９ ０ ° 回 転 さ せ る 毎 に 、 機 会 数 の う ち の １ つ の 動 き が 消 費 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 ギ バ ー は 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 を ま だ 遊 技 領 域 １ １ ０ に 残 っ て い る そ れ 自 身 の 森
の 木 に 隣 り 合 う マ ス に 動 か す こ と が で き る 。 無 効 に さ れ た 森 の 精 を １ マ ス 動 か す 毎 に 機 会
数 が １ つ ず つ 減 少 す る 。 無 効 に さ れ た 森 の 精 が 、 そ の 森 の 木 が 立 っ て い る マ ス の 隣 に 移 動
さ れ る と 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 と 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 が 倒 さ れ た と き に 一 緒 に 倒 さ れ た
人 間 と が 復 活 し て 立 て 直 さ れ 、 こ の 動 作 に は 、 機 会 数 は 消 費 さ れ な い 。 ギ バ ー は 、 所 定 の
手 番 内 で 、 上 述 し た 動 き を 任 意 に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 変 形 例 と し て 、 ２ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 が 合 っ た と き に 、 以 前 に テ
イ カ が 遊 技 領 域 １ １ ０ か ら 取 り 除 い た 木 の ４ 分 の １ を 取 り 戻 す こ と が で き る よ う に し て も
よ い 。 取 り 戻 す 木 の 数 を 算 出 す る 際 に は 、 最 も 近 い 整 数 へ 切 り 捨 て て も よ い 。 こ の 変 形 例
で は 、 森 の ４ 分 の １ を 取 り 戻 す 際 に 、 機 会 数 か ら １ を 減 算 す る 。 無 効 に さ れ た 森 の 精 に 隣
接 す る マ ス に 木 が 取 り 戻 さ れ る と 、 無 効 に さ れ た 森 の 精 が 復 活 し 、 こ の 復 活 の 動 き に も 機
会 数 か ら １ を 減 算 し て も よ い 。 こ の 変 形 例 で は 、 ３ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目
と 目 が 合 っ た 場 合 に は 、 以 前 に 遊 技 領 域 １ １ ０ か ら 取 り 除 か れ た 木 の 半 分 を 取 り 戻 す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ギ ブ モ ー ド で 機 能 す る 人 間 で あ る マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ は 、 自 ら の 移 動 に よ り 木
を 移 動 さ せ る 。 移 動 さ せ ら れ た 木 は 、 マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ が 元 に 置 か れ て い た 空
の マ ス に 置 か れ 、 次 に マ ス ク し た 人 間 １ ４ ０ が そ の 木 を 取 る ま で 、 又 は 他 の 人 間 １ ４ ０ に
よ っ て 再 び 移 動 さ せ ら れ る ま で 、 そ の マ ス に 留 ま る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 人 間 、 森 の 精 及 び 森 の 命 は 、 互 い に 依 存 し て い る 。 森 の 精 は 、 木 が 無 け れ ば 生 き 残 る こ
と が で き な い 。 マ ス ク し て い な い 人 間 は 、 森 の 精 が 近 く に 無 け れ ば 生 き 残 る こ と が で き な
い 。 木 は 、 目 と 目 が 合 っ た 人 間 １ ４ ０ が 取 り 戻 さ な け れ ば 、 生 き 残 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 森 の 精 を 回 復 す る た め に は 、 最 初 に 森 の 精 を 取 り 囲 ん で い た 木 の う ち の 少 な く と も １ つ
の 木 を 取 り 戻 さ な く て は な ら な い 。 木 を 取 り 戻 す 唯 一 の 方 法 は 、 ２ つ 又 は ３ つ の マ ス ク し
て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 を 合 わ せ る こ と で あ る 。 少 な く と も ２ つ の マ ス ク し た 人 間 １
４ ０ の 目 と 目 が 合 っ て い る 場 合 、 木 を 取 り 戻 す た め に 機 会 数 の 残 り を 使 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ３ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 が 合 っ て い る 場 合 、 テ イ ク モ ー ド の マ ス ク
し た 人 間 １ ４ ０ を ３ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ に 引 き 寄 せ て 目 と 目 を 合 わ せ 、 ピ ラ
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ミ ッ ド を 完 成 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 動 き を 実 現 す る た め に は 、 使 用 可 能 な 機 会 数 は 、
移 動 に 必 要 な マ ス の 数 と 等 し い か 、 こ れ よ り 多 く な く て は な ら な い 。 好 適 な 実 施 形 態 で は
、 ギ バ ー は 、 ３ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ の 目 と 目 が 合 っ て い る 場 合 に は 、 マ ス ク
し た 人 間 １ ４ ０ し か 動 か す こ と が で き な い 。 ピ ラ ミ ッ ド が 完 成 す れ ば 、 ギ バ ー の 勝 ち と な
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ４ は 、 ギ バ ー が ゲ ー ム に 勝 っ た 際 の 例 示 的 な ゲ ー ム 駒 の 構 成 を 示 す 。 図 ４ に 示 す よ う
に 、 各 ４ つ の 森 に は 、 少 な く と も １ つ の 椰 子 の 木 １ ５ ０ 、 常 緑 広 葉 樹 の 木 １ ６ ０ 、 針 葉 樹
１ ７ ０ 、 落 葉 樹 １ ８ ０ が そ れ ぞ れ 立 っ て い る 。 更 に 、 各 ４ つ の 森 の 精 １ ５ ２ 、 １ ６ ２ 、 １
７ ２ 、 １ ８ ２ は 、 対 応 す る 森 の 木 の １ つ に 隣 り 合 っ て い る 。 し た が っ て 、 各 ４ 人 間 １ ４ ０
も 立 っ て い る 。 そ し て 、 ４ つ の 人 間 １ ４ ０ が 互 い に 隣 り 合 っ て 立 ち 、 各 ４ つ の 人 間 １ ４ ０
の 目 と 目 が そ れ ぞ れ あ っ て ピ ラ ミ ッ ド が 完 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ２ つ の 森 の そ れ ぞ れ ７ つ の 全 て の 木 を 取 り 除 く と テ イ カ の 勝 ち に な る 。 ２ つ の 森 が 完 全
に 取 り 除 か れ る と 、 ２ つ の 対 応 す る 森 の 精 が 倒 れ 、 し た が っ て 、 ２ つ の マ ス ク し て い な い
人 間 が 倒 さ れ る 。 こ の 場 合 、 １ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 だ け し か 立 っ て お ら ず 、 テ イ カ
は 、 マ ス ク し て い な い 人 間 が 目 と 目 を 合 わ せ る こ と が で き な く な る 。 こ の 場 合 、 ギ バ ー は
、 如 何 な る 木 も 取 り 戻 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ は 、 テ イ カ が ゲ ー ム に 勝 っ た 際 の 例 示 的 な ゲ ー ム 駒 構 成 を 示 し て い る 。 図 ３ に 示 す
よ う に 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ か ら は 、 ７ つ の 全 て の 椰 子 の 木 １ ５ ０ が 取 り 除 か れ て い る 。 こ の
た め 、 椰 子 の 森 の 精 １ ５ ２ が 倒 さ れ 、 し た が っ て 、 無 効 に さ れ た 椰 子 の 森 の 精 １ ５ ２ に 最
も 近 い 人 間 １ ４ ０ も 倒 さ れ て い る 。 更 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ か ら は 、 ７
つ の 全 て の 落 葉 樹 １ ８ ０ が 取 り 除 か れ て い る 。 こ の た め 、 落 葉 樹 の 森 の 精 １ ８ ２ が 倒 さ れ
、 し た が っ て 、 無 効 に さ れ た 落 葉 樹 の 森 の 精 １ ８ ２ に 最 も 近 い 人 間 １ ４ ０ も 倒 さ れ て い る
。 こ こ で は 、 立 っ た ま ま 残 っ て い る マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ は 、 １ つ だ け で あ る 。 取
り 除 か れ た 木 を 取 り 戻 す に は 、 ２ つ の マ ス ク し て い な い 人 間 １ ４ ０ が 目 と 目 を 合 わ せ る 必
要 が あ る の で 、 こ の 状 況 で は 、 取 り 除 か れ た 木 を 取 り 戻 す こ と が で き ず 、 し た が っ て 、 テ
イ カ の 勝 ち に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ゲ ー ム の 第 ２ の 遊 技 方 法 で は 、 遊 技 内 容 は 、 上 述 し た 第 １ の 遊 技 方 法 と 同 じ で あ る が 、
プ レ イ ヤ は 、 ラ ウ ン ド 毎 に モ ー ド を 切 り 換 え る 。 こ の 第 ２ の 遊 技 方 法 で は 両 方 の プ レ イ ヤ
が 、 ギ ブ モ ー ド の 手 番 で は ピ ラ ミ ッ ド を 完 成 し よ う と 試 み 、 テ イ ク モ ー ド の 手 番 で は 、 他
方 の プ レ イ ヤ が ピ ラ ミ ッ ド を 完 成 さ せ る こ と を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 ３ の 遊 技 方 法 で は 、 ４ 人 の プ レ イ ヤ が 遊 戯 に 参 加 し 、 各 プ レ イ ヤ が 特 定 の 人 間 １ ４ ０
を 選 択 す る 。 遊 技 内 容 は 、 第 １ の 遊 技 方 法 に 関 し て 上 述 し た も の と 同 じ で あ る が 、 こ こ で
は 、 各 プ レ イ ヤ は 、 選 択 し た 人 間 １ ４ ０ の み を 動 か す こ と が で き る 。 １ 人 の プ レ イ ヤ は 、
テ イ ク モ ー ド で 単 独 で 遊 技 に 参 加 し 、 ギ ブ モ ー ド で 協 働 す る 他 の ３ 人 の プ レ イ ヤ と 対 戦 す
る 。 プ レ イ ヤ の 役 割 は 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ 及 び マ ス ク が 取 り 付 け ら れ た 人 間 １ ４ ０ の 動
き に 基 づ い て テ イ ク モ ー ド か ら ギ ブ モ ー ド に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 ４ の 遊 技 方 法 で は 、 １ 人 の プ レ イ ヤ が 第 １ の 遊 技 方 法 に 関 し て 上 述 し た ル ー ル に 基 づ
い て 、 両 方 の モ ー ド を 交 互 に 遊 技 す る 。 こ の 第 ４ の 遊 技 方 法 で は 、 プ レ イ ヤ は 、 交 互 に そ
れ ぞ れ の 役 割 を 演 じ 切 ら な く て は な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 ５ の 遊 技 方 法 で は 、 ２ 人 以 上 の プ レ イ ヤ の 間 で 一 連 の ゲ ー ム が 行 わ れ 、 プ レ イ ヤ は 、
順 番 に テ イ ク モ ー ド 及 び ギ ブ モ ー ド を 引 き 受 け 、 最 も 多 く の 木 を 取 得 す る こ と を 競 う 。 テ
イ カ の 目 的 は 、 ギ バ ー が ピ ラ ミ ッ ド を 完 成 さ せ て ゲ ー ム を 終 わ ら せ る 前 に 、 遊 技 領 域 １ １
０ か ら で き る だ け 多 く の 木 を 取 得 し 、 す な わ ち 取 り 除 い て 得 点 を 挙 げ る こ と で あ る 。 テ イ
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カ は 、 ギ バ ー に 木 を 取 り 戻 さ せ 、 再 び そ れ ら を 取 り 除 く こ と に よ っ て 、 テ イ カ の 得 点 を で
き る だ け 高 め る 。 ギ バ ー の 目 的 は 、 で き る だ け 速 く ピ ラ ミ ッ ド を 形 成 す る こ と に よ っ て 、
テ イ カ の 収 穫 を 最 小 化 す る こ と で あ る 。 ギ バ ー は 、 使 用 可 能 な 機 会 の 動 き に お い て 、 必 ず
し も 木 を 取 り 戻 さ な く て も よ い 。 そ し て 、 プ レ イ ヤ が 役 割 を 切 り 換 え て 、 第 ２ の ゲ ー ム を
開 始 す る 。 第 ２ の ゲ ー ム で は 、 先 に テ イ カ で あ っ た プ レ イ ヤ が ギ バ ー に な り 、 ギ バ ー で あ
っ た プ レ イ ヤ が テ イ カ に な る 。 こ こ で は 、 最 も 高 い 得 点 を 得 た プ レ イ ヤ が 勝 ち に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ の 各 象 限 の 外 周 の コ ー ナ 部 に は 、 ス コ ア カ ウ ン タ １ ９ ０ （ 図 １ ） が 設 け
ら れ て い る 。 各 ス コ ア カ ウ ン タ １ ９ ０ は 、 好 ま し く は 、 そ の 近 く の 森 の 木 に 対 応 す る ７ つ
の 窪 み を 有 し て い る 。 逆 時 計 回 り 方 向 に 左 か ら 右 に 数 え る よ う に 、 ス コ ア カ ウ ン タ １ ９ ０
の 窪 み に は 、 対 応 す る 近 い 森 か ら 取 り 除 か れ た 木 の 数 を 示 す オ ブ ジ ェ ク ト 、 例 え ば ボ ー ル
が 置 か れ る 。 ボ ー ル が ７ 番 目 の 窪 み に 達 す る と 、 テ イ カ に よ っ て １ つ の 森 の 木 が 取 り 除 か
れ た こ と を 示 す た め に 、 第 １ の 窪 み の 周 り に リ ン グ が 置 か れ る 。 １ つ の リ ン グ が １ つ の 森
を 表 し て い る 。 更 に 木 が 取 り 除 か れ る と 、 取 ら れ た 木 の 計 数 が 続 け ら れ 、 再 び ７ つ の 窪 み
上 で 順 番 に ボ ー ル が 移 動 さ せ ら れ 、 再 び ７ 番 目 の 窪 み に ボ ー ル が 達 す る と 、 ２ つ の 森 が 取
り 除 か れ た こ と を 示 す た め に 、 第 ２ の 窪 み の 周 り に リ ン グ が 置 か れ る 。 こ の よ う に 、 森 は
、 ７ つ の 木 の 倍 数 と し て 記 録 さ れ る 。 各 ゲ ー ム の 終 わ り に は 、 ス コ ア カ ウ ン タ １ ９ ０ が 示
し て い る 森 及 び 木 の 数 を 合 計 し 、 こ れ を テ イ カ の 得 点 と す る 。 プ レ イ ヤ は 、 何 回 の ゲ ー ム
を 行 う か を 予 め 任 意 に 決 め る こ と が で き る 。 各 プ レ イ ヤ が 同 じ 回 数 だ け テ イ カ を 引 き 受 け
た 後 、 プ レ イ ヤ は 、 そ れ ぞ れ の 得 点 を 競 い 、 勝 敗 を 決 め る 。 取 っ た 木 の 数 は 、 一 連 の ゲ ー
ム に 亘 っ て 累 積 し て も よ く 、 又 は 一 連 の ゲ ー ム の う ち 、 最 も 高 い 得 点 を 取 っ た ゲ ー ム を 競
い 合 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に 基 づ く ボ ー ド ゲ ー ム の 遊 技 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 遊 技 は 、 ス
テ ッ プ ４ ０ ０ に お い て 開 始 さ れ る 。 ス テ ッ プ ４ １ ０ で は 、 サ イ コ ロ を 投 げ る 。 ス テ ッ プ ４
２ ０ に お い て は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ を 回 る よ う に 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ を 動 か す 。
機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ が 動 く マ ス の 数 は 、 ス テ ッ プ ４ １ ０ で 投 げ ら れ た サ イ コ ロ の 出 目 に 対
応 す る 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ は 、 世 界 イ ン タ フ ェ ー ス １ ２ ０ を 時 計
回 り に 移 動 す る 。 ス テ ッ プ ４ ３ ０ に お い て は 、 ど の 人 間 １ ４ ０ の ゲ ー ム 駒 を テ イ ク モ ー ド
で 機 能 さ せ る か を 決 定 す る 。 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ に 最 も 近 い 人 間 １ ４ ０ の ゲ ー ム 駒 が テ イ
ク モ ー ド と し て 機 能 す る 。 ２ つ 以 上 人 間 １ ４ ０ の ゲ ー ム 駒 が 機 会 ト ー ク ン １ ３ ０ か ら 同 じ
距 離 に あ る 場 合 、 テ イ カ が 、 距 離 の 等 し い 人 間 １ ４ ０ の ゲ ー ム 駒 の 何 れ を テ イ ク モ ー ド で
機 能 さ せ る か を 決 定 す る 。 こ の ラ ウ ン ド が 第 １ の ラ ウ ン ド 以 外 の ラ ウ ン ド で あ る 場 合 、 人
間 １ ４ ０ の ゲ ー ム 駒 の １ つ は 前 の ラ ウ ン ド で テ イ ク モ ー ド と し て 機 能 し た 人 間 １ ４ ０ の ゲ
ー ム 駒 で あ り 、 こ れ と 同 じ 人 間 １ ４ ０ の ゲ ー ム 駒 が 現 在 の ラ ウ ン ド で テ イ ク モ ー ド で 機 能
す る 。 ス テ ッ プ ４ ４ ０ に お い て 、 テ イ カ は 、 テ イ ク モ ー ド で 機 能 す る 人 間 １ ４ ０ の ゲ ー ム
駒 を 動 か す 。 テ イ カ が 使 用 で き る 動 き の 数 は 、 ス テ ッ プ ４ １ ０ に お け る サ イ コ ロ の 出 目 に
等 し い 。 ス テ ッ プ ４ ５ ０ で は 、 ギ バ ー が 、 ス テ ッ プ ４ １ ０ に お け る サ イ コ ロ の 出 目 に 等 し
い 数 の 動 き を 行 う 。 ギ バ ー は 、 テ イ ク モ ー ド で 機 能 し て い な い ３ つ の 人 間 １ ４ ０ の ど れ か
を 動 か し 、 何 れ か の 森 の 精 を 動 か し 、 以 前 に ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ の 遊 技 領 域 １ １ ０ か ら 取 り 除
か れ た 木 を 取 り 戻 し 、 他 の ３ つ の 人 間 が 既 に 目 と 目 を 合 わ せ て お り 、 且 つ 機 会 数 が 残 っ て
い る 場 合 、 テ イ ク モ ー ド で 機 能 す る １ つ の 人 間 を 動 か し 、 又 は こ れ ら を 任 意 に 組 み 合 わ せ
た 動 き を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ ４ ６ ０ で は 、 更 な る ラ ウ ン ド を 遊 技 す る か 否 か を 決 定 す る 。 ス テ ッ プ ４ ４ ０ に
お い て 、 テ イ カ が ２ つ の 異 な る 森 か ら 全 て の 木 を 取 り 除 い て い る 場 合 、 ゲ ー ム は 、 ス テ ッ
プ ４ ７ ０ に 進 み 、 終 了 す る 。 ま た 、 ス テ ッ プ ４ ５ ０ に お い て 、 ギ バ ー が 、 全 て の ４ つ の 人
間 を 表 す ゲ ー ム 駒 に よ っ て ピ ラ ミ ッ ド を 形 成 す る こ と に 成 功 し て い る 場 合 も 、 ゲ ー ム は 、
ス テ ッ プ ４ ７ ０ に 進 み 、 終 了 す る 。 こ れ ら 以 外 の 場 合 は 、 ゲ ー ム は 、 ス テ ッ プ ４ １ ０ に 戻
り 、 サ イ コ ロ が 再 び 投 げ ら れ る 。 な お 、 ゲ ー ム の 遊 技 方 法 の 変 形 例 に 応 じ て 、 新 た な ス テ
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ッ プ を 追 加 し て も よ く 、 上 述 の ス テ ッ プ を 変 更 し て も よ く 、 省 略 し て も よ い 。 例 え ば 、 ２
人 の プ レ イ ヤ が 各 ラ ウ ン ド 毎 に テ イ カ 及 び ギ バ ー を 交 互 に 遊 戯 し て い る 場 合 、 ス テ ッ プ ４
１ ０ に お い て 新 た な ラ ウ ン ド が 開 始 さ れ る 都 度 、 ２ 人 の プ レ イ ヤ 間 で 、 ギ バ ー と テ イ カ が
交 代 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 と し て 、 上 述 し た ボ ー ド ゲ ー ム 及 び 遊 技 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ 上
で 遊 戯 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ ゲ ー ム と し て 実 現 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 場 合 、 コ ン ピ ュ ー タ の デ ィ ス プ レ イ に ゲ ー ム 盤 を 表 示 し 、 １ 人 以 上 の ユ ー ザ が 、 例
え ば 、 キ ー ボ ー ド 及 び マ ウ ス 等 の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を 用 い て 、 駒 を 動 か す 。 な お 、 複
数 の プ レ イ ヤ が 単 一 の コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 又 は 例 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 既 存 の コ ン ピ
ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ た 複 数 の コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 遊 技 を 行 っ て も よ い
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ３ ． ゲ ー ム 盤 の 構 成
　 図 ６ は 、 本 発 明 の ボ ー ド ゲ ー ム を 収 納 す る た め に 用 い ら れ る ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ の 斜
視 図 で あ る 。 ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ は 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ （ 図 １ ） の 部 品 ピ ー ス を 含 ん で い
る 。 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ は 、 分 解 す る と 、 ４ つ の 正 方 形 の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ （ 図 ８ ） に な
り 、 各 ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ の 側 面 を 形 成
す る 。 図 ８ は 、 ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ の 上 面 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ９ は 、 ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ の 底 面 の 斜 視 図 で あ る 。 各 ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ の 底 部
に は 、 窪 ん だ 領 域 ３ ４ ５ が 設 け ら れ て い る 。 窪 ん だ 領 域 ３ ４ ５ は 、 図 ７ に 示 す 、 十 字 状 の
係 合 部 材 ３ ６ ０ の 突 片 の １ つ に 嵌 合 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 係 合 部 材 ３ ６ ０ は 、 十 字
状 の 形 状 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 こ の 他 の 形 状 を 用 い て も よ い 。 好 ま し く は 、 係 合 部 材
３ ６ ０ の 端 部 に は 斜 面 を 設 け る 。 係 合 部 材 ３ ６ ０ の 各 突 片 ３ ６ ５ は 、 ゲ ー ム 盤 の 一 部 と な
る ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ を 窪 ん だ 領 域 ３ ４ ５ に 対 応 す る 形 状 を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、
突 片 ３ ６ ５ を 窪 ん だ 領 域 ３ ４ ５ に 差 し 込 む こ と が で き る 。 係 合 部 材 ３ ６ ０ の 各 突 片 ３ ６ ５
は 、 各 ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ に 挿 入 さ れ る 。 ４ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ は 、 係 合 部 材 ３
６ ０ の 中 心 で 付 き 合 わ さ れ 、 こ れ に よ り ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ は 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ を 備 え る 。 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ の 上 面
か ら の 斜 視 図 を 図 １ １ に 示 す 。 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ は 、 セ ン タ 穴 を 含 む 断 面 が 十 字 状 の ロ ッ
ド ３ ３ ０ が 嵌 合 さ れ る 中 心 穴 を 有 し 、 ロ ッ ド ３ ３ ０ は 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ か ら 垂 直 に 立 て
ら れ る 。 ま た 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ は 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ の 外 縁 に 平 行 に 、 外 縁 の 内 側 に 形
成 さ れ た 外 溝 ３ ２ ５ を 備 え る 。 ４ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 各 外 溝 ３ ２ ５ の
１ つ に 差 し 込 ま れ 、 ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ の ４ つ の 側 面 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ の 底 面 及 び 十 字 状 の ロ ッ ド ３ ３ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 ロ ッ ド
３ ３ ０ は 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ の 中 央 の 穴 に 差 し 込 ま れ 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ の 底 部 側 の 窪 み
３ ２ ７ に 嵌 合 す る フ ラ ン ジ ３ ３ ７ に よ っ て 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ の 蓋 ３ １ ０ （ 図 ６ ） の 上 に 突 き 出 す ロ ッ ド ３ ３ ０ の 部 分 に は 、 ス
ロ ッ ト ３ ３ ５ （ 図 １ １ ） が 開 設 さ れ て お り 、 こ の ス ロ ッ ト ３ ３ ５ に は 、 キ ー ３ ５ ０ （ 図 ６
） が 差 し 込 ま れ る 。 蓋 ３ １ ０ は 、 好 ま し く は 、 ス ロ ッ ト ３ ３ ５ に キ ー ３ ５ ０ を 挿 入 し 、 続
い て 、 キ ー ３ ５ ０ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 適 切 に ロ ッ ク さ れ 、 こ れ に よ り 、 ４ つ の ゲ ー
ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ が 蓋 ３ １ ０ に 固 定 さ れ て 側 面 を 形 成 し 、 ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ が 完 成 す
る 。 蓋 ３ １ ０ を 嵌 め る 前 に 、 ゲ ー ム 駒 及 び 十 字 状 の 係 合 部 材 ３ ６ ０ を ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０
０ 内 に 収 納 す る こ と が で き る 。 係 合 部 材 ３ ６ ０ の 中 央 部 に は 、 十 字 状 の ロ ッ ド ３ ３ ０ を 貫
通 さ せ る 穴 を 開 設 す る と よ い 。 係 合 部 材 ３ ６ ０ の こ の 穴 に ロ ッ ド ３ ３ ０ を 通 し て 、 係 合 部
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材 ３ ６ ０ を ゲ ー ム ボ ッ ク ス ３ ０ ０ に 落 と し 込 む こ と に よ っ て 、 係 合 部 材 ３ ６ ０ が ゲ ー ム ボ
ッ ク ス ３ ０ ０ 内 に 収 納 さ れ る 。 係 合 部 材 ３ ６ ０ は 、 好 ま し く は 、 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ の 上 面
に 落 ち る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ は 、 持 ち 歩 き や す い よ う に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 上 述 の よ う
に 、 ４ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ 及 び 十 字 状 の 係 合 部 材 ３ ６ ０ に よ っ て ゲ ー ム 盤 １ ０ ０ を
組 み 立 て る が 、 ４ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ を 係 合 部 材 ３ ６ ０ の 中 心 に 押 し 込 ま な い よ う
な 構 成 に し て も よ い 。 ４ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ の 間 に は 、 十 字 状 の 係 合 部 材 ３ ６ ０ の
中 心 に お け る 中 央 の 十 字 状 の 穴 を 見 る た め の 十 分 な 空 間 が 残 さ れ て い る 。 蓋 ３ １ ０ は 、 ゲ
ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ 及 び 十 字 状 の 係 合 部 材 ３ ６ ０ と は 別 に 、 十 字 状 の ロ ッ ド ３ ３ ０ を 蓋 ３
１ ０ 及 び 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ の そ れ ぞ れ の 中 央 の 穴 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 底 部 ピ ー ス ３
２ ０ 上 で 底 部 ピ ー ス ３ ２ ０ に 揃 え ら れ 、 ロ ッ ド ３ ３ ０ の フ ラ ン ジ ３ ３ ７ を 底 部 ピ ー ス ３ ２
０ の 窪 み ３ ２ ７ に 揃 え る 。 十 字 状 の 係 合 部 材 ３ ６ ０ 及 び ４ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス ３ ４ ０ を 含
む ゲ ー ム 盤 セ ッ ト を 、 垂 直 な ロ ッ ド ３ ３ ０ 上 に 持 ち 上 げ 、 係 合 部 材 ３ ６ ０ の 中 心 の 十 字 状
の 穴 を ロ ッ ド ３ ３ ０ に 合 わ せ る 。 そ し て 、 ロ ッ ド ３ ３ ０ を 介 し て 、 ゲ ー ム 盤 セ ッ ト を 蓋 ３
１ ０ 上 に 落 と し 込 む 。 こ れ に よ り 、 ロ ッ ド ３ ３ ０ は 、 ゲ ー ム 盤 セ ッ ト を 持 ち 歩 く 際 の 取 っ
手 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の 構 成 及 び 動 作 原 理 を 明 瞭 に 説 明 す る た め に 、 様 々 な 詳 細 を 含 む 特 定 の 実 施 例 を
用 い て 本 発 明 を 説 明 し た 。 こ の よ う な 特 定 の 実 施 例 の 説 明 及 び そ の 詳 細 は 、 特 許 請 求 の 範
囲 を 制 限 す る も の で は な い 。 本 発 明 の 主 旨 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 例 示 的 に 選 択
さ れ た 実 施 例 を 変 更 で き る こ と は 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 用 い ら れ る ゲ ー ム 盤 の 好 適 な 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ゲ ー ム 盤 に お け る ゲ ー ム 開 始 時 の ゲ ー ム 駒 の 好 適 な 配 置 例 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 テ イ カ が ゲ ー ム に 勝 っ た 状 態 の 例 示 的 な ゲ ー ム 駒 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ギ バ ー が ゲ ー ム に 勝 っ た 状 態 の 例 示 的 な ゲ ー ム 駒 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 基 づ く ゲ ー ム 盤 を 用 い た ゲ ー ム の 好 適 な 遊 技 方 法 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 基 づ く ボ ー ド ゲ ー ム を 収 納 す る た め に 用 い ら れ る ゲ ー ム ボ ッ ク ス の 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ゲ ー ム 盤 を 組 み 立 て る 際 に 用 い ら れ る 十 字 状 の 係 合 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 １ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス の 上 面 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 １ つ の ゲ ー ム 盤 ピ ー ス の 底 面 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 底 部 ピ ー ス の 底 面 及 び 十 字 状 の ロ ッ ド の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 組 み 立 て ら れ た 底 部 ピ ー ス 及 び ロ ッ ド の 上 面 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 人 間 を 表 す 駒 の 目 と 目 が 合 い 、 ピ ラ ミ ッ ド を 形 成 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 そ れ ぞ れ ２ つ の 目 を 有 す る ２ つ の 人 間 の 駒 の 目 と 目 が 合 っ た 状 態 を 示 す 斜 視 図
で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ４ つ の 人 間 を 表 す 、 駒 が 図 １ ２ に 示 す ピ ラ ミ ッ ド を 形 成 す る よ う に 連 結 さ れ る
際 の 各 人 間 の ２ つ の 目 の 相 対 的 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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